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われわれはさきに,格子定数がイオソ芯間の反簸力 Kとバン ド電子 による凝
集力 pとのつ りあいによって決 まるとい う仮定に立 って,自発体積磁歪等を論
1)
じたO その際 ,われわれはKの一次微分 K′までを考えにいれたo K′(≡
∂K/ ∂Ⅴ)･(ただ し,Ⅴは原子あた りの体績) と圧縮率 Kとの間には一一K′
Ⅴ応 - 1 とい う関係があ､るから,k n ( 三 ∂2K/ av2) まで を 考 酎 こ入れる
なら,われわれは常磁性および強磁 性状態におけ る圧縮率の差を問題にするこ
とができる｡




K妄-K ′ 十 Q,sv, K｡p
の関係が成立つから,
-1 -1 2 Jr
xf - Kp - WsVp Kp
-1
を得 る｡ K〝は正であることが期待されるから,体積弾性率の差 Kf .一 転 1の
符号は wsのそれとは逆になるo 換言すれば,wsが正であるような物質では
Kf> ぷp で あ り･a'Sが負であるような物質では 隼` < xp であるo'
黍本ら2)は Cu-Ni,Pd-Ni合金で圧縮率が強敵性出現の際に減少す るこ
とを見出しているo これらの物質では,まだ直接 wsを与 えうるような測定は
なされていないようであるが,恐ら く GDs は負であろうと推定 され る (cf･
Appendix) ｡ 他方 ･丹治 ら5)はインバー合金 (ws> 0 ) の圧縮率が強液
性出現 とともに増大す ることを見出している｡
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この事実は.われわれの仮定から得 られる上記の定性的結論 と一致してい るO
もし,この定性的結論が正しいものであるとすれば ,われわれは,金属強磁性
体の圧縮率の温度変化を測碇す ることVLよっても,自発体積磁歪に閲す る蔓性
的知見 - 少な くともその符号についての知 見- を得 ろことができるであろ
う｡
(Appendix)
fccFe-Ni合金系の自発体積磁歪 ws と Curle温度の圧ガ依存性
dTc/dpとの間には,Fig･1､に示すように ,実験的にぎわめて密 接 な 相 関
4)
関係が成立ってお り-それは dT｡/ dp に対する Kornet拍 i の 式 (､tD s
を全然含まない)よりも,むしろ1次の相転移との類推の上:･= c la p e y r o n 方
程式を用いて諭ず る Slater5)の理論を想起せし吟るほどであ る o N i お よ び
6)
Ni-Cu合金の dTc/ dpについての岡本ら の測定によれば ,Cu5 4 a t .感
以下の組成では dTc/ dp> Dであり･われわれはこのことか ら,そのよう
な組成では a'S< 0であろうと雅竜 した o
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(図.0?担明) ○は文献 7)に与えられた,串 ･口 はそれぞれ文献 8),9) の data
おら評価したa,Sの値o
xは文献 10)に与えられた d Tc/ dpの値 o
Fig.1 自発体積磁歪 とCurie温寛の圧 力依存性
(fccFe-Ni合金系 )
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